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新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う
様々な対応により、長野県においても、一人ひと
りの命と健康のみならず、雇用や暮らし、そして
経済そのものの失速という広範な影響を及ぼし、
言いようのない不安に苛まれている。
連合長野は、雇用や暮らしへの影響が広

がってきた２月以降より、困難な状況に直面して
いる方々の声や、「新型コロナウイルス集中労働
相談」へ寄せられた実態を踏まえ、長野県・労
働局、経済団体など関係団体との日常的な情
報交換や、意見提起を行ってきた。また、阿部知
事とは、三役・執行委員・地協代表者による懇
談会を随時開催し、産業や地域の現状、働く者
が抱える課題や要望について政策提言を行っ
ている。3月下旬からは、経済4団体、労働団体、
市町村長会の代表者がメンバーとなる「長野県
生活経済対策有識者懇談会」や、さらに具体

策を検討する「長野県新型コロナ対策産業支
援・再生本部会議」など、各種会議・審議会へ
根橋会長が参画し、働く者の目線や立場から、
雇用維持・就労支援、傷病手当金拡充、中小
企業支援対策や、申請書類の簡素化・簡略化、
生活困窮者への対応などについて、現場の実
態を提起し、政策に結びつけている。
コロナ禍という非常時においては、より大きな

しわ寄せを受けている働く者・生活者の声に寄
り添った対応ができるのは労働組合しかなく、職
場の実態に応じた経営者との協議や行労使の
対話を積み重ね、感染防止対策や雇用確保に
全力を尽くしていくことが必要である。
足元の危機的事態において、すべての働く仲

間を守り、悩みを抱えている仲間とつながり、そし
て、安心へとつないでいかなければならない。今
こそ私たちが先頭に立って、この緊急事態の中
であらわになっている社会の矛盾や、繰り返し主
張し続けてきた労使協議の場の確保、雇用・生
活保障のセーフティーネットの構築につなぎ、働く
ことを軸とする安心社会を創り出していくことが

重要である。連合
長野は引き続き、政
府・行政、経営者、
労働組合が担うべ
き役割と責任を意
識し、全力で「まも
る・つなぐ・創り出
す」取り組みを体現
していく。

長野県・労働局との意見交換を実施、
働く仲間の声をもとに政策提言を行う今

こ
そ
、す
べ
て
の
働
く
仲
間
を
守
り
、つ
な
ぎ
、

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
を
創
り
出
そ
う！

2020.5.20

No.426
【5月】

労働局との意見交換

阿部知事との意見交換会

産業・地域の働く仲間の声をもとに
政策提言を行う副会長・地域協議会議長



2020春季生活闘争フラッグリレー～力をあわせて乗り越えよう～
横断幕におもいを込めて、県内10地協を結ぶ！

●大北地協
3/11（水）

●長野地協
3/6（金）

●松本広域
3/23（月）

●上伊那地協
3/26（木）

●木曽地協
3/25（水）
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●高水地協
3/17（火）

●上小地協
3/13（金）

●佐久地協
3/2（月）

●諏訪地協
3/26（木）

●飯田地協
3/12（木）

すべての働く者の「底上げ」「底支え」「格差是正」、働く者の立場に立った「働き方改革」、自然災害や新型コロナ
ウイルス感染症拡大への「安全衛生対策」「企業を守り雇用を維持する対策」など、今こそ、労使の対話を積み
上げ、一つひとつの安心につなげる取り組みを展開しよう！
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3月23日（月）長野県庁において、連合長野根橋会長より阿部知
事に台風19号災害義援金として500万円を贈呈した。
この義援金は、10月28日から1月31日の間、県内の労働組合の組
合員や職場の仲間をはじめ、全国の地方連合会、福祉事業団体か
ら寄せられた緊急カンパである。
根橋会長からは、「県内の組合員はもとより、全国の働く仲間よりた

くさんの声と想いをいただいている。新型コロナウイルス拡大により、思
うような活動ができず、被災地域の復興・地域コミュニティ再生は相当
な時間が必要となる。今後も、連合長野として息の長い支援に取り組んでいきたい」とあいさつした。
阿部知事からは、義援金のお礼とあわせて「多くのボランティアの方々にご協力をいただいた。新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響もあり、地域で暮らす皆さん、働く皆さんにも、不安が増していると思うが、多様な皆さんと意
見交換し、行政としてできることを最大限対応していきたい」と力強い言葉をいただいた。

台風19号災害の発生から約7ヶ月が経過しようとしているが、復旧・
復興が進む一方で、新たな課題も浮上してきている。連合長野では、
引き続き、長野県および長野労働局との日常的な意見交換を通じて、
雇用や生活不安、地域での課題や必要な支援等に関する被災地
域の皆さんに寄り添った活動を行うとともに、連帯と支え合いの精神
で一致結束し、被災地域全域での復興支援活動に取り組んでいく。

ご協力ありがとうございました！
阿部知事に台風19号災害義援金贈呈！

義援金を手交（左：根橋会長　右：阿部知事）


